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旭川市における重層的支援体制整備事業（イメージ） ※令和４年度から実施予定
現 状
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地域包括支援
センター
（11か所）

①各分野に分かれた相談窓口により，複合的な課題に
 ついての対応は，各機関が独自に連携を図り対応し
 ており，統一的な連携体制は未整備

障害者総合相談
支援センター
（１か所）

子ども総合
相談センター
（１か所）

自立サポート
センター
（１か所）

②狭間のニーズを抱える市民に対して，地域活動への
 参加支援が不十分

参加支援

地域まちづくり
推進協議会
（15か所）

※高齢者のための地域づくりを
 コーディネート

③分野別の課題解決に係る支援を実施。あらゆる支援
 対象者が参加できる，多分野・横断的な取組の更な
 る推進が必要

相談支援

参加支援

地域づくり

地域まちづくり推進協議会，地区社会福祉協議会，
市民委員会等の取組と連携した地域共生社会の実現
に向けたまちづくり

地域活動支援
センター
（４か所）

地域子育て
支援センター
（10か所）

③「地域まるごと支援員」が地域の関係機関と
 の調整を図ることで，多様な主体が関わる多
 分野横断的な取組を拡大し，支援対象者が参
 加できる地域づくりを推進

※ひきこもりやゴミ屋敷等を含む，従来の
 相談窓口での対応が困難であった市民

制度の狭間・複合的な困りごとを抱える市民

支援会議・重層的支援会議の開催，人材育成等を実施
「統括支援員」が対応

（旭川市社会福祉協議会に委託）

【支援会議】
支援関係機関等によ
り構成され，それぞ
れが把握しながらも，
本人同意が得られて
いないため，支援が
届いていないケース
の共有や，地域にお
ける必要な支援体制
の検討（守秘義務あ
り）。

地域包括支援
センター
（11か所）

連携      

 旭川市
 社会福祉協議会
・53地区社協
・ボランティア
    センター
・住民参加型事業

②重層的支援会議で決定した支援プランに沿って
 「地域まるごと支援員」が狭間のニーズに対応 
 する多機関協働による地域活動への参加支援を
 コーディネート

資料４

地域包括支援
センター
（11か所）

障害者総合相談
支援センター
（１か所）

子ども総合
相談センター
（１か所）

自立サポート
センター
（１か所）

地区社協民生委員
児童委員

相談支援 相談支援

※分野別課題は各支援機関へ
※困難課題は地域まるごと支援員へ

①各支援機関から抜け落ちた複合的な問題・狭間の問題について「地域まるごと
 支援員」（旭川市社会福祉協議会に配置）が相談支援を実施
○困りごとを自ら発信することが難しい市民に向け，民生委員児童委員や地区社
 協と協働してアウトリーチを行い，各支援機関と連携して支援体制を構築

  

 困難課題  分野別課題

【重層的支援会議】
関係機関との情報共
有について，本人同
意を得られたケース
について，プランの
適切性の協議，終結
時等の評価，社会資
源の充足状況の把握
と開発に向けた検討。

地域まちづくり
推進協議会
（15か所）
分野を問わない
地域づくり事業


